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今月の表紙は、梨の授粉作業に汗を流す多摩区菅
の五嶌位昌さん。約30㌃の畑で「幸水」や「豊水」な
ど10品種の梨の他、「藤稔」などのブドウを4品種栽
培し、自宅前で直売と地方発送をしています。

今年は例年よりも気温の高い日が続き、花粉の付
きが良いため、「うまく交配し甘くておいしい梨が
できてほしい」と、期待を込めています。

これからの時期も消毒や摘果など7月からの収穫
に向けて忙しい日が続きます。

　≪ 梨の授粉作業 ≫

3日
（木）

生田緑地・ＪＡセレサ川崎 園芸まつり
（10時～16時、生田緑地東口入口付近）
憲法記念日

4日
（金）

生田緑地・ＪＡセレサ川崎 園芸まつり
（10時～15時、生田緑地東口入口付近）
みどりの日

5日
（土）

こどもの日

9日
（水）

セレサモス出荷者大会
（18時～、セレサモス麻生店）

18日
（金）

第21回ＪＡセレサ川崎組合長杯
チャリティーゴルフ大会

（よみうりゴルフ倶楽部）

25日
（金）

第21回ＪＡセレサ川崎組合長杯
チャリティーゴルフ大会

（よみうりゴルフ倶楽部）

29日
（火）

定例理事会
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川崎探検隊　宮前平〜鷺沼を歩く 12
逸 私の好きなこと　未知なる山の風景を追い求めて

高津区・澁谷　洋一さん 14

HUMAN　ケガから得た生きがい
多摩区・小川　正年さん 15

POWER全開！　夫婦で取り組むファン作り
麻生区・薙澤　直美さん 16

食&農　サヤエンドウ 17
農作業ノート　ハナニラの栽培について

営農技術顧問・衣巻　巧 18

農協改革 ＆ 運勢 19
mail box & クロスワードパズル 20
ＪＡからのお知らせ & 教えてＪＡ！Ｑ＆Ａ広場 21
インフォメーション 22
いきいきファーマーズ
麻生区・内山　曜子さん　麻生区・和田　茂浩さん
高津区・河原 彌兵衛さん　 宮前区・大木 スギエさん（大木 光與さん）

セレサモスからのお知らせ

23

DISH UP！　ガーリックシュリンプ
幸区・二瓶　美江さん 24

5月の行事予定

セレサモス「春のモスぴー祭り」開催のお知らせ
4月20日（金）～5月13日（日）
詳細は、販売統括センター推進課（TEL 877-2220）
へお問合せください
経済センター・パーシモン

「ゴールデンウィーク特別セール」開催のお知らせ
5月3日（木）～6日（日）　9時～16時30分
詳細は、購買統括センター推進課（TEL 855-3561）
へお問合せください

5月の連休期間中は、ＪＡの窓口等の休業日になり
ます。
詳細は、Ｐ21およびホームページをご覧ください。

※日程等は変更されることがあります

｢CERESA｣をリニューアル
今月号から｢CERESA｣のデザインをリニューアル

しました。
これまでの掲載コーナーを踏襲しながらも、より

明るく見やすい誌面になりました。また、毎月ご好評
をいただく「川崎探検隊」は8･9ページから12･13
ページへ移動しました。

今後も、組合員の皆さまや当ＪＡの活動内容を発信
する機関誌として誌面の充実に努めてまいります。

今月の
表紙
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新
鮮
で
安
全
・
安
心
な
農
畜
産
物
を
求
め
る

消
費
者
か
ら
の
声
は
依
然
と
し
て
高
く
、
昨
年

川
崎
市
立
中
学
校
全
52
校
の
学
校
給
食
が
ス

タ
ー
ト
し
た
こ
と
も
あ
り
、
市
内
産
農
畜
産
物

へ
の
需
要
が
よ
り
一
層
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
都
市
農
業
の
象
徴
と
も
い
え

る
「
か
わ
さ
き
農
業
」
を
担
う
若
き
後
継
者
た

ち
は
、
多
様
化
す
る
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

よ
う
と
、
作
付
け
調
整
や
地
の
利
を
活
か
し
た

対
面
販
売
な
ど
日
々
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
号
で
は
、
市
内
各
地
区
の
20
代
か

ら
30
代
の
後
継
者
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
、
農

業
に
対
す
る
思
い
や
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

都
市
農
業
を

　盛
り
上
げ
る

　
　

  
若
き
後
継
者
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お
客
さ
ん
に
選
ば
れ
る
野
菜
作
り

木
所 

大
輔
さ
ん

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
や
ニ
ン
ニ
ク
の
管
理
に
汗
を
流
す
木
所
大
輔
さ
ん
。「
お
客

さ
ん
に
新
鮮
な
野
菜
を
楽
し
み
な
が
ら
選
ん
で
ほ
し
い
」
と
家
族
で
経
営
す
る

直
売
所
で
は
、
徐
々
に
品
数
を
増
や
し
、
現
在
平
均
15
品
目
は
並
べ
ら
れ
る
よ

う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

近
隣
に
は
ス
ー
パ
ー
が
あ
り
、
差
別
化
を
は
か
る
た
め
８
年
前
か
ら
新
顔

野
菜
の
栽
培
に
挑
戦
。中
で
も
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
と
ケ
ー
ル
を
合
わ
せ
た「
ア
レ
ッ

タ
」
は
お
客
さ
ん
か
ら
「
苦
み
が
少
な
く
、甘
く
て
お
い
し
い
」
と
好
評
で
す
。

昨
年
末
か
ら
は
、
牡
蠣
の
風
味
が
す
る
新
野
菜
「
オ
イ
ス
タ
ー
リ
ー
フ
」
を

試
験
的
に
栽
培
。
生
食
や
メ
イ
ン
料
理
の
付
け
合
わ
せ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
調

理
に
使
え
る
こ
と
か
ら
、
今
冬
の
初
出
荷
を
目
指
し
、
さ
ら
な
る
品
質
向
上
と

安
定
し
た
収
穫
量
の
確
保
に
向
け
、
試
行
錯
誤
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
と
豊
富
な
品
ぞ
ろ
え
か
ら
お
客
さ
ん
同
士
の
口
コ
ミ
が

広
が
り
、
昔
か
ら
の
常
連
客
だ
け
で
な
く
新
規
の
お
客
さ
ん
も
増
え
、
手
応
え

を
実
感
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
直
売
所
な
ら
で
は
の
新
鮮
さ
と
目
新
し
さ
を
武
器
に
、「
多
く
の
人

に
自
農
園
の
野
菜
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

高
津
区
下
作
延  

木
所 

大
輔
さ
ん
（
39
）

　

就
農
し
て
12
年
目
に
な
り
ま
す
。

約
40
㌃
の
畑
で
は
、
ト
マ
ト
や
ニ
ン
ニ

ク
な
ど
年
間
80
品
目
ほ
ど
栽
培
。
自

宅
前
の
自
販
機
や
高
津
区
役
所
の
近

く
で
直
売
す
る
他
、
セ
レ
サ
モ
ス
宮

前
店
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

麻
生
区
黒
川  
市
川 
悟
さ
ん
（
24
）

　

就
農
し
て
２
年
目
。
母
・
ゆ
み
さ

ん
と
と
も
に
、
約
１
０
０
㌃
の
畑
と
約

20
㌃
の
温
室
で
ト
マ
ト
や
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
、
パ
ン
ジ
ー
な
ど
年
間
15
品
目

ほ
ど
栽
培
。
ほ
ぼ
全
量
を
柿
生
野
菜

生
産
者
直
売
会
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

中
原
区
今
井
仲
町  

和
田 

祐
征
さ
ん
（
31
）

祖
母
が
体
調
を
崩
し
た
こ
と
を
機

に
、
５
年
ほ
ど
前
に
就
農
し
ま
し
た
。

13
㌃
の
畑
で
、
ピ
ー
マ
ン
や
カ
ボ

チ
ャ
、
ナ
ス
な
ど
年
間
10
品
目
ほ
ど

を
露
地
で
栽
培
し
、
武
蔵
小
杉
駅
前

の
ス
ー
パ
ー
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

都
市
農
業
を

　盛
り
上
げ
る

　
　

  
若
き
後
継
者
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こ
れ
か
ら
見
つ
け
る
農
業
の
道
　
　   

和
田 

祐
征
さ
ん

｢

一
日
で
も
早
く
自
分
な
り
の
農
業
を
確
立
し
た
い｣

と
の
思
い
を
強
く

抱
く
和
田
祐
征
さ
ん
。
就
農
当
初
は
右
も
左
も
分
か
ら
ず
苦
労
の
連
続
で
し

た
が
、
栽
培
本
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
活
用
し
て
独
学
で
知
識
を
深
め

て
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
農
地
で
安
定
し
た
収
量
を
得
る
た
め
、
病
気
に
強
く
長
期
間
収

穫
で
き
る
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
な
ど
を
メ
イ
ン
に
栽
培
。｢

安
全
な
農
産
物
を
届
け

た
い｣

と
減
農
薬
を
心
掛
け
、
で
き
る
だ
け
有
機
肥
料
を
施
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
作
業
の
合
間
に
は
売
れ
行
き
を
確
認
し
、
次
期
の
作
付
け
の
参
考
に

し
て
い
ま
す
。

一
通
り
の
作
業
を
経
験
す
る
と
、｢

川
崎
の
名
産
品
を
作
っ
て
み
た
い｣

と
意
欲
が
湧
き
、
今
年
初
め
て
の
ら
ぼ
う
菜
に
挑
戦
。
順
調
に
管
理
し
て
き

ま
し
た
が
、
収
穫
を
目
前
に
鳥
に
食
べ
ら
れ
ほ
ぼ
全
滅
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

悔
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
も
、｢

失
敗
か
ら
学
ば
な
く
て
は｣
と
防
鳥
ネ
ッ
ト

な
ど
対
策
を
練
り
、
次
作
の
糧
に
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
農
地
の
立
地
を
活
か
し
、｢

子
ど
も
も
楽
し
め
る
イ
チ
ゴ
狩
り
を

展
開
し
た
い｣

と
夢
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
直
売
を
通
じ
て
農
業
に
や
り
が
い

市
川 

悟
さ
ん

ト
マ
ト
や
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
の
管
理
に
汗
を
流
す
市
川
悟
さ
ん
。

｢

成
果
が
目
に
見
え
て
分
か
る
農
業
は
楽
し
い｣

と
や
り
が
い
を
見
出
し
て

い
ま
す
。

特
に
力
を
入
れ
て
い
る
温
室
ト
マ
ト
は
、
３
年
前
に
環
境
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

シ
ス
テ
ム｢

み
ど
り
ク
ラ
ウ
ド｣

を
導
入
。
温
度
や
肥
料
濃
度
な
ど
を
数
値

化
し
て
出
先
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
24
時
間
管
理
で
き
、
高
品
質
な
ト
マ

ト
は
お
客
さ
ん
か
ら
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

直
売
で
は
お
客
さ
ん
と
の
会
話
を
心
掛
け
、
食
べ
方
に
合
わ
せ
た
手
頃
な

農
産
物
を
提
案
。
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
、
少
し
で
も
手

に
取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
勧
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
期
は
「
り
ん
か
4
0
9
」
や
「
麗
旬
」
な
ど
数
品
種
の
ト
マ
ト

に
挑
戦
。
お
客
さ
ん
の
反
応
を
見
て
次
期
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
計
画
し
て
い

ま
す
。
常
に
お
客
さ
ん
目
線
の
直
売
を
心
掛
け
「
お
い
し
い
」
の
一
言
が
大

き
な
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
交
流
を
大
切
に
し
な
が
ら
品
数
を
充
実
さ
せ
、｢

お
客
さ
ん
が
よ

り
満
足
で
き
る
農
産
物
を
届
け
た
い｣

と
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。
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神
奈
川
県
知
事
賞

Ｃ　

森　
　

育
三
（
久
末
）

Ｃ　

永
井　

敏
雄
（
神
木
本
町
）

Ｆ　

白
井　

正
壽
（
菅
稲
田
堤
）

Ｄ　

吉
田　

恵
一（
馬
絹
）

Ｏ　

関
山　

育
男
（
宿
河
原
）

Ｐ　

吉
田　

恵
一（
馬
絹
）

Ｐ　

永
井　

輝
政 （
神
木
本
町
）

Ｐ　

森　
　

幸
男
（
久
末
）

Ｑ　

吉
田　

貴
次
（
宮
崎
）

Ｒ　

松
井　

秋
彦
（
初
山
）

Ｕ　

福
田　
　

努  （
新
作
）

川
崎
市
長
賞

Ｎ　

白
井　

正
壽
（
菅
稲
田
堤
）

Ｑ　

吉
田　

義
一（
馬
絹
）

Ｒ　

持
田　

裕
輝
（
東
有
馬
）

Ｔ　

森　
　
　

正
（
子
母
口
）

Ｕ　

箕
輪　

健
二
（
細
山
）

川
崎
市
議
会
議
長
賞

Ｎ　

安
藤　

剛
志
（
菅
北
浦
）

Ｏ　

田
村
賢
太
郎
（
中
野
島
）

Ｐ　

篠
田　

隆
文
（
馬
絹
）

Ｒ　

宮
田　

幸
治
（
金
程
）

セ
レ
サ
川
崎
農
業
協
同
組
合
組
合
長
賞

Ａ　

梅
澤　
　

進 （
黒
川
）

Ｂ　

白
井　

基
雄
（
細
山
）

Ｃ　

矢
澤　

英
雄
（
初
山
）

Ｃ　

松
井　

秋
彦
（
初
山
）

Ｄ　

田
辺　

裕
崇
（
馬
絹
）

Ｅ　

持
田　

栄
一
（
東
有
馬
）

Ｆ　

川
名　
　

徹 （
野
川
）

Ｇ　

白
井　

正
壽
（
菅
稲
田
堤
）

Ｉ　

内
藤　

恭
正
（
下
小
田
中
）

Ｈ　

吉
田　

恵
一（
馬
絹
）

Ｊ　

手
塚　

和
之
（
野
川
）

Ｋ　

田
中　
　

修 （
下
小
田
中
）

Ｌ　

関
口　
　

豊
（
上
作
延
）

Ｌ　

青
木　

菊
雄
（
野
川
）

Ｍ　

井
上　

國
夫
（
野
川
）

Ａ

川
崎
市
施
設
野
菜
立
毛
共
進
会
（
４
月
の
部
）

Ｂ

川
崎
市
ウ
メ
立
毛
共
進
会

Ｃ

川
崎
市
果
菜
類
立
毛
共
進
会

Ｄ

川
崎
市
花
き
立
毛
共
進
会　

露
地
切
花（
夏
の
部
）

Ｅ

川
崎
市
ナ
ス
立
毛
共
進
会

Ｆ

川
崎
市
ナ
シ
立
毛
共
進
会

Ｇ

川
崎
市
ブ
ド
ウ
立
毛
共
進
会

Ｈ

川
崎
市
花
き
立
毛
共
進
会　

露
地
切
花
（
秋
の
部
）

Ｉ

川
崎
市
花
き
立
毛
共
進
会　

パ
ン
ジ
ー
・
ビ
オ
ラ
の
部

Ｊ

川
崎
市
花
き
立
毛
共
進
会　

葉
ボ
タ
ン
の
部

Ｋ

川
崎
市
花
き
立
毛
共
進
会　

シ
ク
ラ
メ
ン
の
部

Ｌ

川
崎
市
キ
ャ
ベ
ツ
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
立
毛
共
進
会

Ｍ

川
崎
市
施
設
野
菜
立
毛
共
進
会
（
３
月
の
部
）

Ｎ

川
崎
市
梨
・
ぶ
ど
う
品
評
会
（
前
期
の
部
）

Ｏ

川
崎
市
梨
・
ぶ
ど
う
品
評
会
（
後
期
の
部
）

Ｐ

川
崎
市
園
芸
生
産
物
品
評
会

Ｑ

Ｊ
Ａ
セ
レ
サ
川
崎
花
卉
部
「
花
の
品
評
会
」

Ｒ

第
２０
回
Ｊ
Ａ
セ
レ
サ
川
崎
夏
季
農
産
物
品
評
会

Ｓ

手
作
り
加
工
品
品
評
会

Ｔ

第
５１
回
川
崎
市
畜
産
共
進
会　

鶏
卵
の
部

Ｕ

第
５１
回
川
崎
市
畜
産
共
進
会　

乳
牛
の
部

平成２９年度各種共進会・品評会　特別賞受賞者名簿 敬称略（  ）内住所

平成29年度各種共進会・品評会褒賞授与式が3月12日に本店セレサホール飛翔で行われました。
当日は、受賞者ら97人が出席し、各賞を代表して6人に表彰状が授与されました。

特別賞の受賞者は次の通りです。なお、A～Uは下記に記載している共進会・品評会の事業名称に対応しています。

Ｏ　

持
田　

陽
介
（
有
馬
）

Ｏ　

田
代　

博
資
（
菅
）

Ｐ　

森　
　

清
行
（
久
末
）

Ｐ　

関
口 

ア
イ
子
（
末
長
）

Ｐ　

田
中　
　

修 

（
下
小
田
中
）

Ｐ　

白
井　

正
壽
（
菅
稲
田
堤
）

Ｕ　

福
田　
　

努 

（
新
作
）

Ｔ　

河
﨑　

幸
一
（
宇
奈
根
）

神
奈
川
県
横
浜
川
崎
地
区
農
政
事
務
所
所
長
賞

Ｏ　

志
村　

健
二
（
黒
川
）

Ｐ　

永
井　

敏
雄
（
神
木
本
町
）

Ｒ　

松
井　

文
雄
（
初
山
）

Ｓ　

越
畑　

隆
子
（
黒
川
）

Ｔ　

市
川　

恭
子
（
黒
川
）

（
一
社
）
神
奈
川
県
農
業
会
議
会
長
賞

Ｎ　

五
嶌　

位
昌
（
菅
）

Ｒ　

大
久
保
信
義
（
末
長
）

（
一
社
）
神
奈
川
県
園
芸
協
会
会
長
賞

Ｆ　

小
林　

明
正
（
堰
）

Ｈ　

吉
田　

貴
次
（
宮
崎
）

Ｏ　

戸
張　
　

功 
（
北
見
方
）

Ｐ　

吉
田　

恵
一
（
馬
絹
）

Ｑ　

秋
山　

智
男
（
東
有
馬
）

神
奈
川
県
花
き
園
芸
組
合
連
合
会
会
長
賞

Ｐ　

内
藤　

浩
由
（
下
小
田
中
）

Ｑ　

吉
田　

貴
次
（
宮
崎
）

神
奈
川
県
果
樹
組
合
連
合
会
会
長
賞

Ｆ　

吉
澤 

孝
太
郎
（
中
野
島
）

Ｎ　

白
井　

正
壽
（
菅
稲
田
堤
）

Ｏ　

白
井　

正
壽
（
菅
稲
田
堤
）

神
奈
川
県
植
木
生
産
組
合
連
合
会
会
長
賞

Ｐ　

内
田　

幸
一
（
東
有
馬
）

神
奈
川
県
施
設
野
菜
組
合
連
合
会
会
長
賞

Ｐ　

梅
澤　
　

進 

（
黒
川
）

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会

神
奈
川
県
本
部
運
営
委
員
会
会
長
賞

Ｎ　

吉
澤 

孝
太
郎
（
中
野
島
）

Ｏ　

戸
張 

ひ
ろ
み
（
北
見
方
）

Ｐ　

吉
田　

義
一
（
馬
絹
）

Ｐ　

名
古
屋 

大
地
（
馬
絹
）

Ｐ　

森　
　

清
行
（
久
末
）

Ｐ　

篠
田　

隆
文
（
馬
絹
）

Ｒ　

石
井　

美
樹
（
久
末
）

Ｔ　

市
川　

恭
子
（
黒
川
）

Ｔ　

河
﨑　

幸
一
（
宇
奈
根
）

川
崎
市
農
業
委
員
会
会
長
賞

Ｆ　

戸
張　
　

功 

（
北
見
方
）

Ｌ　

中
山　

喜
一
（
末
長
）

Ｌ　

関
口　
　

豊 

（
上
作
延
）

Ｐ　

小
川　

智
子
（
神
木
）

Ｐ　

山
根　

文
男
（
神
木
本
町
）

Ｐ　

持
田　

裕
輝
（
東
有
馬
）

Ｎ　

浅
谷　

和
男
（
中
野
島
）

Ｏ　

関
谷　

卓
弘
（
菅
馬
場
）

Ｒ　

本
多　
　

勝
（
上
作
延
）

東
一
川
崎
中
央
青
果
㈱
社
長
賞

Ｐ　

松
井　

秋
彦
（
初
山
）

Ｐ　

森　
　
　

寛 

（
久
末
）

Ｒ　

松
井　

秋
彦
（
初
山
）

川
崎
花
卉
園
芸
㈱
社
長
賞

Ｉ　

秋
山　

智
男
（
東
有
馬
）

Ｐ　

中
村　

成
彦
（
新
作
）

Ｑ　

和
田　

政
義
（
野
川
）

相
模
肥
糧
㈱
社
長
賞

Ｎ　

安
藤　
　

聡 
（
菅
城
下
）

Ｎ　

安
藤　

剛
志
（
菅
北
浦
）

Ｎ　

浅
谷　

和
男
（
中
野
島
）

Ｎ　

太
田　

博
明
（
生
田
）

Ｎ　

五
嶌　

位
昌
（
菅
）

Ｑ　

都
倉　

路
子
（
馬
絹
）

Ｒ　

新
堀　

智
章
（
南
加
瀬
）

㈱
梅
屋
幸
社
長
賞

Ｑ　

名
古
屋　

徹
（
馬
絹
）

Ｒ　

森　
　

辰
雄
（
久
末
）

京
浜
興
農
㈱
社
長
賞

Ｑ　

吉
田　

義
一
（
馬
絹
）

Ｒ　

森　

み
ど
り
（
久
末
）

（
一
社
）
神
奈
川
県
畜
産
会
会
長
賞

Ｔ　

大
木　

孝
一
（
菅
生
ヶ
丘
）

Ｔ　

河
原 

彌
兵
衛
（
宇
奈
根
）

（
公
社
）
川
崎
市
獣
医
師
会
会
長
賞

Ｕ　

箕
輪　

健
二
（
細
山
）

Ｔ　

関　
　

正
義
（
南
生
田
）

神
奈
川
県
酪
農
業
協
同
組
合
連
合
会
会
長
賞

Ｕ　

福
田　
　

努 （
新
作
）

Ｕ　

箕
輪　

健
二
（
細
山
）

（
一
社
）
神
奈
川
県
畜
産
会
養
鶏
部
部
会
長
賞

Ｔ　

森　
　
　

正 （
子
母
口
）

神
奈
川
県
養
鶏
経
済
農
業
協
同
組
合
連
合
会

会
長
賞Ｔ　

大
木　

孝
一
（
菅
生
ヶ
丘
）

Ｔ　

河
原 

彌
兵
衛
（
宇
奈
根
）

神
奈
川
県
家
畜
商
業
協
同
組
合

川
崎
支
部
支
部
長
賞

Ｔ　

関　
　

正
義 （
南
生
田
）

Ｔ　

森　
　
　

正 （
子
母
口
）

神
奈
川
県
農
業
共
済
組
合
組
合
長
賞

Ｕ　

福
田　
　

努 （
新
作
）

神
奈
川
県
牛
乳
普
及
協
会
会
長
賞

Ｕ　

箕
輪　

健
二
（
細
山
）

森
久
保
薬
品
㈱
社
長
賞

Ｔ　

市
川　

恭
子
（
黒
川
）

Ｔ　

河
﨑　

幸
一
（
宇
奈
根
）

※
優
秀
賞
入
賞
（
特
別
賞
な
し
）

Ｓ　

越
畑　

隆
子
（
黒
川
）　

4
点

Ｓ　

森　

そ
め
代
（
久
末
）　

2
点

Ｓ　

鈴
木 

千
佳
子
（
菅
城
下
）

Ｓ　

中
山　

君
江
（
末
長
）

Ｓ　

新
堀 

智
恵
子
（
南
加
瀬
）

Ｓ　

柏
木 

智
壽
子
（
千
年
）

Ｓ　

中
島 

貴
美
子
（
井
田
）

※
特
選
入
賞
（
特
別
賞
な
し
）

Ｅ　

鈴
木　
　

栄
（
上
作
延
）
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栽
培
適
期
を
前
に

　

技
術
の
向
上
を
は
か
る

女
性
部
は
3
月
9
日
、
第
21
回
女

性
部
大
会
・
家
の
光
大
会
を
本
店
で

開
き
、
同
部
員
ら
3
9
5
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

冒
頭
、
中
村
光
子
部
長
が「
地
域

を
巻
き
込
み
、
魅
力
あ
ふ
れ
る
組
織

活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
続
い
て
平
成
29
年
度
の
活
動

報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
後
は
、
カ
ラ
ー
ア
ナ
リ
ス
ト

の
太
田
久
美
子
氏
に
よ
る「
色
で
活

力
！
お
し
ゃ
れ
は
心
の
ビ
タ
ミ
ン
」

と
題
し
た
講
演
を
実
施
。太
田
氏
は
、

「
服
や
小
物
に
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー

を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
個
性
が
活
き

る
」
と
力
説
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
太
田
氏
の
話
に
大
き
く

う
な
ず
き
、
印
象
を
左
右
す
る
色
の

効
果
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

神
奈
川
県
花
き
・
植
木
振
興
地
域

協
議
会
と
花
卉
部
馬
絹
支
部
主
催
の

｢

馬
絹
の
花
桃
産
地
見
学
ツ
ア
ー｣

が
3
月
10
日
、宮
前
区
内
で
開
か
れ
、

市
内
在
住
の
小
学
生
の
親
子
ら
15
組

39
人
が
地
元
の
花
と
生
産
者
と
の
触

れ
合
い
を
楽
し
み
ま
し
た
。

参
加
者
は
、「
室（
ム
ロ
）」
の
見
学

や
花
桃
の
枝
折
り
を
体
験
し
た
他
、

花
桃
や
菜
の
花
な
ど
同
地
区
産
の
7

種
類
の
花
を
使
っ
た
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト
に
挑
戦
。
花
の
向
き
な
ど
に
悩
み

な
が
ら
も
作
品
を
仕
上
げ
ま
し
た
。

体
験
し
た
児
童
は｢

き
れ
い
に
生

け
た
花
を
家
で
大
事
に
飾
り
た
い｣

と
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

色
彩
パ
ワ
ー
で

　
　
　

輝
く
女
性
に

都
市
農
業
へ
の

　
　
　

理
解
深
ま
る

ま
た
、
11
日
に
は
宮
前
区
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
主
催
の「
2
0
1
8
農

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
宮
前
区
役
所
で
開

か
れ
、
区
内
の
若
手
農
業
者
や
地
域

住
民
ら
約
1
0
0
人
が
出
席
。「
農
」

を
通
じ
た
町
づ
く
り
に
つ
い
て
活
発

に
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
畑
を
活
用
し

て
地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
う

小
泉
農
園
の
小
泉
博
司
さ
ん
や
山
田

花
園
の
山
田
佳
一
朗
さ
ん
な
ど
5
人

が
取
り
組
み
を
発
表
。
小
泉
さ
ん
は

写
真
で
活
動
を
紹
介
し
な
が
ら
、「
農

園
に
付
加
価
値
を
生
み
出
し『
農
』

が
持
つ
機
能
や
魅
力
を
発
信
す
る
こ

と
が
重
要
」
と
力
説
し
ま
し
た
。

参
加
者
は「
自
分
も
農
園
や
地
域

の
フ
ァ
ン
作
り
に
協
力
し
た
い
」
と

話
し
、
初
め
て
知
る
取
り
組
み
に
関

心
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

果
樹
部
は
3
月
16
日
、
市
農
業
技

術
支
援
セ
ン
タ
ー
で
摘
蕾
・
接
ぎ
木

講
習
会
を
開
き
、
39
人
の
部
員
が
参

加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

の
職
員
ら
が
講
師
を
担
当
。
は
じ
め

に
、「
台
木
に
穂
木
を
差
し
た
ら
ぐ

り
ぐ
り
と
動
か
さ
な
い
よ
う
に
」
な

ど
と
注
意
点
を
説
明
し
な
が
ら
豊
水

の
接
ぎ
木
を
実
演
。
続
く
講
義
で

は
、
資
料
を
使
っ
て
摘
蕾
す
る
花
芽

の
選
定
や
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
を
学
ん

だ
他
、
梨
の
大
苗
の
育
苗
に
つ
い
て

知
識
を
深
め
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は「
育
苗
に
か
か
る

初
期
投
資
は
ど
の
く
ら
い
か
」
な
ど

と
質
問
が
出
さ
れ
、
今
後
の
導
入
に

関
心
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

部員から手ほどきを受ける親子

参加者に色の効果を力説する太田氏

自農園での取り組みを発表する小泉さん

梨の接ぎ木方法を学ぶ参加者
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橘
地
区
の
久
末
支
部
が
3
月
6
日
、

第
47
回
日
本
農
業
賞
神
奈
川
県
代
表

賞
と
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

日
本
農
業
賞
は
、
Ｊ
Ａ
全
中
、
都

道
府
県
中
央
会
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
主
催
。

日
本
農
業
の
確
立
を
目
指
し
、
意
欲

的
に
技
術
革
新
等
に
取
り
組
み
、
地

域
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
る
農

業
者
ら
を
表
彰
し
て
い
る
も
の
で
す
。

今
回
の
表
彰
で
は
、
同
支
部
が

1
0
0
年
間
独
自
の
品
評
会
を
開
催

し
続
け
て
技
術
研
鑽
に
励
み
、
地
元

小
学
校
で
の
食
農
教
育
な
ど
、
地
域

住
民
の
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
い

る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

根
笹
雅
之
支
部
長
は「
今
後
も
地

域
一
体
と
な
り
都
市
農
業
の
振
興
に

励
み
た
い
」と
意
欲
を
語
り
ま
し
た
。

直
売
所
販
売
促
進
研
修
会
を
3
月

7
日
、
モ
ス
ぴ
ー
ホ
ー
ル
で
初
め
て

開
き
、
セ
レ
サ
モ
ス
の
職
員
と
パ
ー

ト
ら
約
80
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
パ
ー
ト
か
ら
の
要
望

で
作
成
し
た「
セ
レ
サ
モ
ス
作
業
マ

ニ
ュ
ア
ル
」
を
配
付
。
そ
の
後
、
講

師
を
務
め
た
農
協
流
通
研
究
所
の

望
月
章
史
氏
が
商
品
の
陳
列
方
法

や
Ｐ
Ｏ
Ｐ
の
見
せ
方
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。

望
月
氏
は｢

従
業
員
が
意
識
を
変

え
る
こ
と
で
売
り
場
も
変
化
し
、
売

上
貢
献
に
つ
な
が
る｣

と
力
説
。
参

加
者
は｢

明
日
か
ら
早
速
取
り
組
み

た
い｣

と
、
来
店
客
の
期
待
に
応
え

ら
れ
る
店
舗
作
り
に
向
け
意
欲
を
見

せ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
で
は
、
研
修
内
容
と
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
活
用
し
て
直
売
所
を
活
性
化

さ
せ
、
農
業
所
得
の
増
大
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
13
日
か
ら
22
日
ま
で
の
4

日
間
、
モ
ス
ぴ
ー
ホ
ー
ル
や
菅
支
店

な
ど
で
セ
レ
サ
モ
ス
出
荷
者
意
見
交

換
会
を
開
き
、
合
わ
せ
て
1
3
1
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
農
薬
の
適
正
使
用
に

つ
い
て
講
義
を
行
い
、
今
後
も
安
全･

安
心
な
農
産
物
の
出
荷
を
呼
び
掛
け

ま
し
た
。
ま
た
、
中
学
校
給
食
へ
の

さ
ら
な
る
出
荷
協
力
を
依
頼
し
た
他
、

支
援
対
象
が
広
が
る「
農
業
総
合
支

援
対
策
事
業
」
や
生
産
履
歴
記
帳
支

援
シ
ス
テ
ム
の
モ
バ
イ
ル
化
に
つ
い

て
説
明
。
参
加
者
は
、
熱
心
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
出
荷
時
の
変
更
点
な
ど

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

使
用
済
み
農
業
用
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
・
ビ
ニ
ー
ル
・
素
焼
き
鉢
な
ど
の

回
収
処
理
を
3
月
7
日
、
8
日
の
2

日
間
、
麻
生
区
の
黒
川
営
農
団
地
管

理
倉
庫
と
高
津
区
の
Ｊ
Ａ
書
庫
セ
ン

タ
ー
で
行
い
ま
し
た
。

こ
の
作
業
は
、
Ｊ
Ａ
の
環
境
に
配

慮
し
た
営
農
活
動
の
奨
励
施
策
に
よ

り
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。
2
日
間
で

1
0
7
9
3
㎏
を
回
収
し
、
専
門
の

処
理
業
者
に
委
託
し
て
適
正
に
処
理

し
ま
し
た
。

農
業
振
興
・
理
解
促
進
で
表
彰

廃
プ
ラ
・
廃
ビ

  

約
10
ト
ン
を
回
収
処
理

農
業
所
得
増
大
に
向
け
知
識
を
共
有

表彰状を受ける根笹支部長（右）

商品の陳列方法を説明する望月氏

回収した資材を計量する職員

熱心に耳を傾ける出荷者
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PICK UPPICK UP

Ｊ
Ａ
セ
レ
サ
川
崎
創
立
20
周
年
記

念｢

組
合
員
の
集
い｣

を
3
月
13
日

か
ら
16
日
ま
で
の
4
日
間
、
川
崎
区

の
カ
ル
ッ
ツ
川
崎
を
新
た
な
会
場
と

し
て
7
公
演
行
い
ま
し
た
。

組
合
員
の
集
い
は
、
Ｊ
Ａ
の
事
業

報
告
と
日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝

え
る
催
し
と
し
て
毎
年
開
催
し
て
い

る
も
の
。
全
日
程
合
わ
せ
て
1
万
人

を
超
え
る
組
合
員
が
訪
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
参
加
者
お
待
ち
か
ね
の

歌
謡
シ
ョ
ー
や
も
の
ま
ね
の
他
、
豪

華
賞
品
が
当
た
る
抽
選
会
を
行
い
ま

し
た
。
メ
イ
ン
に
は
歌
番
組
な
ど
で

活
躍
し
て
い
る
演
歌
歌
手
伍
代
夏
子

さ
ん
が
登
場
し
、
軽
快
な
ト
ー
ク
を

交
え
な
が
ら｢

ひ
と
り
酒｣

か
ら

｢

宵
待
ち
灯
り｣

ま
で
計
11
曲
を
熱

唱
。
迫
力
あ
る
歌
声
に
会
場
は
魅

了
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
盛
大
な
拍

手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

植
木
盆
栽
部
宮
前
支
部
は
3
月
23

日
、
宮
前
区
の
長
善
寺
で
植
木
類
大

供
養
祭
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
で
42
回
目
を
迎
え
る
供
養
祭

に
は
部
員
ら
41
人
が
参
列
。
生
活
の

糧
と
し
て
伐
採
さ
れ
た
植
木
類
の
霊

を
慰
め
る
た
め
に
順
番
に
焼
香
し
、
祈

り
と
感
謝
の
気
持
ち
を
捧
げ
ま
し
た
。

同
部
の
持
田
明
光
支
部
長
は
「
緑

豊
か
な
自
然
環
境
の
形
成
の
た
め
に
、

市
内
最
大
規
模
の
生
産
地
と
し
て
今

後
も
植
木
類
の
安
定
供
給
に
努
め
た

い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

供
養
祭
後
に
は
、
Ｊ
Ａ
の
創
立

20
周
年
を
記
念
し
、
本
店
南
口
の

植
木
場
に
サ
ル
ス
ベ
リ
を
植
樹
。

原
修
一
組
合
長
を
は
じ
め
本
店
役

職
員
ら
が
見
守
る
中
、
同
支
部
員

4
人
が
手
際
よ
く
土
を
掘
り
起
こ

し
、
2
m
を
超
え
る
高
さ
の
苗
木

を
植
え
付
け
ま
し
た
。

今
回
植
樹
し
た
サ
ル
ス
ベ
リ
は
、

神
奈
川
県
の
育
成
品
種
「
デ
ィ
ア

ル
ー
ジ
ュ
」
で
、
こ
れ
ま
で
の
品
種

に
は
な
い
鮮
や
か
な
濃
い
赤
色
の
花

を
咲
か
せ
る
の
が
特
徴
。
7
月
下
旬

か
ら
8
月
に
か
け
て
開
花
し
、
長
い

期
間
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

原
組
合
長
は
「
20
周
年
の
締
め
く

く
り
に
ふ
さ
わ
し
い
記
念
樹
を
多
く

の
人
に
見
て
も
ら
い
た
い
」
と
笑
顔

を
見
せ
ま
し
た
。

読
書
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
会
を
3
月

19
日
、
モ
ス
ぴ
ー
ホ
ー
ル
で
初
め
て

開
き
、
女
性
部
員
ら
27
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

同
研
修
会
は
、
教
育
文
化
活
動
の

一
環
と
し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
強
化
な
ど
を
目
的
に
開
い
た
も
の

で
す
。

当
日
は
、
藤
沢
市
内
の
小
学
校
な

ど
で
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て
い
る

い
ち
か
わ
け
い
こ
さ
ん
が
講
師
を

担
当
。
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
お

す
す
め
の
絵
本
を
紹
介
し｢

聞
き
手

を
意
識
し
た
本
の
持
ち
方
や
照
明
な

ど
に
配
慮
し
て｣

と
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
合
間
に
わ
ら
べ
歌
な
ど
も

交
え
、
参
加
者
は
終
始
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
読
み
手
の
心
構
え
な
ど

を
学
び
ま
し
た
。

歌
謡
シ
ョ
ー
と

　
　
　

笑
い
を
満
喫

効
果
的
な

　
読
み
聞
か
せ
を
学
ぶ

記
念
植
樹
で
20
周
年
を
締
め
く
く
る

抜群の歌唱力で会場を魅了する伍代さん
いちかわさんとわらべ歌を

楽しむ部員ら

焼香する持田支部長

植樹した宮前支部の皆さん
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PICK UPPICK UP

Ｊ
Ａ
は
新
入
学
児
童
の
交
通
安
全

を
願
っ
て
、
平
成
20
年
か
ら
毎
年
、

川
崎
市
の
新
入
学
児
童
用
ラ
ン
ド
セ

ル
カ
バ
ー
ス
ポ
ン
サ
ー
事
業
に
協
賛

し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
注
意
を
促
す
黄

色
い
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
贈
っ
て

い
ま
す
。

3
月
22
日
に
は
市
役
所
で
寄
贈

式
が
行
わ
れ
、
福
田
紀
彦
市
長
に

1
2
3
校
の
公
私
立
小
学
校
の
全
入

学
児
童
分
と
し
て
1
3
4
4
0
枚
を

贈
り
ま
し
た
。

寄
贈
式
に
は
児
童
を
代
表
し
、
多

摩
区
の
江
原
志
恩
さ
ん
と
宮
前
区
の

佐
藤
陽
菜
さ
ん
が
出
席
。
2
人
は
、

「
一
生
懸
命
勉
強
を
頑
張
り
ま
す
」

な
ど
と
笑
顔
で
話
し
、
出
席
者
か
ら

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

青
壮
年
部
は
3
月
7
日
、
高
津
支

店
で
農
業
体
験
実
習
意
見
交
換
会
・

親
睦
交
流
会
を
開
き
ま
し
た
。

同
会
は
、
同
部
の
協
力
で
実
施
し

て
い
る
新
入
職
員
の
農
業
体
験
実
習

の
一
環
と
し
て
開
催
。
当
日
は
部

員
と
役
職
員
合
わ
せ
て
99
人
が
参
加

し
、
支
部
ご
と
に
特
色
を
活
か
し
た

実
習
の
成
果
を
発
表
し
ま
し
た
。

職
員
は
「
収
穫
ま
で
の
流
れ
を
体

験
で
き
て
勉
強
に
な
っ
た
」
な
ど
と

実
習
を
振
り
返
り
ま
し
た
。
交
流
会

の
一
部
と
し
て
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
も

行
い
、
部
員
と
職
員
が
一
段
と
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、20
日
に
は
同
部
の
創
立
20

周
年
記
念
式
典
が
本
店
で
行
わ
れ
、

部
員
や
役
職
員
ら
1
3
6
人
が
出
席

し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
木
下
順
一
委
員
長
が

「
仲
間
と
と
も
に
都
市
農
業
の
未
来

を
支
え
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
原
修
一
組
合
長
や
歴
代
委
員

長
ら
が
鏡
開
き
を
行
い
、
大
き
な
節

目
を
祝
う
と
と
も
に
さ
ら
な
る
発
展

を
誓
い
ま
し
た
。

会
場
に
は
部
員
が
提
供
し
た
梨
の

花
や
野
菜
な
ど
で
作
ら
れ
た
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
が
飾
ら
れ
、
記
念
式
典
に
色

を
添
え
ま
し
た
。

　

百
合
丘
支
店
の
貯
金
残
高
2
0
0

億
円
達
成
報
告
会
を
3
月
13
日
、
百

合
丘
支
店
で
行
い
、
大
台
達
成
を
祝

い
ま
し
た
。

　

百
合
丘
支
店
の
セ
レ
サ
創
立
時
の

貯
金
残
高
は
2
0
3
億
円
余
。
平
成

15
年
11
月
に
千
代
ヶ
丘
営
業
所
が
支

店
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
、
貯
金
残
高

は
一
時
1
0
9
億
円
余
に
減
少
し
ま

し
た
が
、
各
事
業
と
も
に
順
調
に
進

捗
を
重
ね
、
平
成
29
年
12
月
に
待
望

の
2
0
0
億
円
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

ご
支
援
を
い
た
だ
い
た
組
合
員
や

地
域
利
用
者
に
感
謝
し
、
さ
ら
に
地

域
に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

交
通
安
全
願
い

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
贈
る

百
合
丘
支
店
で

　

2
0
0
億
円
報
告
会

活
動
の
活
発
化
に
向
け
結
束
を
強
め
る

児童に黄色いランドセルカバーを贈る
梶副組合長と福田市長あいさつする和田実理事

交流を深めたボウリング大会

20周年を祝う鏡開き
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川崎探検隊

宮前平
　～鷺沼を歩く

季節を楽しむ街歩き

宮前区小台・鷺沼
多摩丘陵の坂道が多い地域。
昭和中期頃までは農地や山林
が続いていたが、1966年に東
急田園都市線が開通したこと
で都市化が進み、現在では住宅
やマンションが多く立ち並ぶ

1

2

3

6

5
4

2 アンコンディション

「体に優しいフランス料理を食べてもら
いたい」との思いで2007年にオープン。
三ツ星レストラン帰りのシェフと管理栄
養士が、塩分量やカロリーなどを細か
く計算したメニューを提供しています

鷺沼駅付近の桜の名所として知られる並木道。坂が西向
きの斜面で、桜の開花が比較的遅いことから「春を待つ」と
いうイメージで坂の愛称が付けられました

閑静な住宅街に位置する
高台の公園。春には園を
囲むように植えられた30
本以上の桜が咲き誇り、
花見の名所として大勢の
人々が集まります

■所 宮前区鷺沼1-14-2
■営 11：00～19：00
■休 水曜日・木曜日

40年以上前から「皆さんの台所代わりの店」をコンセプ
トに、150種類ほどの惣菜や弁当、精肉などを販売して
います

常連客が「毎日来ても飽きが
こない」と話すほど豊富な品揃
えの店内。セレサモスや近隣
農家から仕入れた旬の野菜
を使った季節限定商品なども
並びます

4月は水曜日と土曜日限定で
「のらぼう菜」を使ったメンチカ
ツを販売しています

春待坂

3 小台公園

54 デリスタ スエヒロ

■所 宮前区小台1-19-5　 ■営 9:00～21:00　 ■休 日曜日

■所 宮前区小台2-24

小台坂に大きな存在感を示し、市まちの樹50
選にも選ばれています。秋の紅葉だけでなく、
春には紅い花や実がなる姿も楽しめます

1 イロハカエデ

■所 宮前区小台2-2 　

■所 宮前区小台1-6-11
■営 11:30～15:00、17:30～22:00
■休 木曜日

自家菜園の有機野菜や栄養価の高
い旬の食材を使用した料理は、ラン
チ・ディナー共に1日4組限定です

一軒家の店内は完全個室に加えて
ペットも同伴可能。アットホーム
な雰囲気で料理を堪能できます

　隠れ家レストラン?!

　こだわりのコース料理

8～10品目の野菜が詰まった
「野菜まん菜ベジローフ」は、み
やまえC級グルメグランプリな
ど数々の賞を受賞しました

「幅広い世代の人に農産物や
草花に親しんでもらいたい」と
の思いで2017年1月にオープ
ンしました。観葉植物や花苗
物、ガーデニング雑貨などを
販売する他、併設された農園
で収穫した野菜や果物も店
頭に並びます

気軽に足を運べる開放
的な空間で、買い物だけ
でなく四季を通じて変化
する園内の様子も楽し
めます

ブルーベリーやフルーツト
マトを使った無添加のオリ
ジナルジャムはプレゼントに
も人気です

Flower Village6

JA鷺沼支店鷺沼駅

春待坂

宮前平駅

小台公園

小台公園入口

デリスタ スエヒロ

鷺沼交番前

鷺沼入口

イロハカエデ

アンコンディション

Flower Village

JA宮前平支店

　季節を感じる園内自慢の逸品ずらりと並ぶ店内 川崎の伝統野菜もPR

本来の味が生かされた

今
回
は
東
急
田
園
都
市
線
宮
前
平

駅
で
下
車
し
、
南
口
か
ら
街
歩
き
へ

出
発
し
ま
す
。

信
号
を
渡
っ
て
小
台
坂
を
上
っ
て

い
る
と
、
大
き
な
イ
ロ
ハ
カ
エ
デ
の

木
が
目
に
留
ま
り
ま
し
た
。
春
に
は

赤
い
実
が
な
り
、
秋
に
は
紅
葉
を
楽

し
め
る
そ
う
で
す
。

さ
ら
に
歩
き
進
む
と
、
一
軒
家
の

レ
ス
ト
ラ
ン
に
到
着
。
塩
分
量
や
カ

ロ
リ
ー
計
算
さ
れ
た
、
こ
だ
わ
り
の

フ
ラ
ン
ス
料
理
を
提
供
し
て
い
る
と

の
こ
と
。
自
家
菜
園
の
野
菜
を
使
っ

た
料
理
を
い
た
だ
き
、
お
腹
を
満
た

し
ま
し
た
。

店
を
出
て
坂
を
上
る
と
、
桜
の
木

に
囲
ま
れ
た
公
園
が
！
園
内
で
は
花

見
客
や
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
そ
う
に

遊
ん
で
い
ま
し
た
。
一
緒
に
桜
吹
雪

を
楽
し
み
、
公
園
を
後
に
し
ま
す
。

鷺
沼
駅
方
面
に
足
を
進
め
、
大
通

り
を
歩
い
て
い
る
と
、「
デ
リ
ス
タ 

ス
エ
ヒ
ロ
」
と
書
か
れ
た
店
を
見
つ

け
ま
し
た
。
店
内
を
の
ぞ
く
と
、
手

作
り
の
惣
菜
や
弁
当
、
地
場
産
野

菜
な
ど
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
オ
ー

ナ
ー
の
ご
好
意
で
季
節
限
定
の
「
の

ら
ぼ
う
菜
メ
ン
チ
カ
ツ
」
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

「
春
待
坂
」
の
満
開
の
桜
並
木
を

見
な
が
ら
坂
を
下
る
と
、Flow

er 
Village

と
書
か
れ
た
看
板
を
発

見
！
お
し
ゃ
れ
な
園
内
で
は
、
色
と

り
ど
り
の
花
や
雑
貨
な
ど
が
販
売
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
お
土
産
に
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム
を
購
入
し
た
と
こ
ろ

で
、
今
回
の
街
歩
き
は
終
了
。

街
を
彩
る
春
の
風
景
を
楽
し
み
、

地
域
に
親
し
ま
れ
る
店
を
訪
ね
た
１

日
と
な
り
ま
し
た
。
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川崎探検隊
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いたい」との思いで2007年にオープン。
三ツ星レストラン帰りのシェフと管理栄
養士が、塩分量やカロリーなどを細か
く計算したメニューを提供しています

鷺沼駅付近の桜の名所として知られる並木道。坂が西向
きの斜面で、桜の開花が比較的遅いことから「春を待つ」と
いうイメージで坂の愛称が付けられました

閑静な住宅街に位置する
高台の公園。春には園を
囲むように植えられた30
本以上の桜が咲き誇り、
花見の名所として大勢の
人々が集まります

■所 宮前区鷺沼1-14-2
■営 11：00～19：00
■休 水曜日・木曜日

40年以上前から「皆さんの台所代わりの店」をコンセプ
トに、150種類ほどの惣菜や弁当、精肉などを販売して
います

常連客が「毎日来ても飽きが
こない」と話すほど豊富な品揃
えの店内。セレサモスや近隣
農家から仕入れた旬の野菜
を使った季節限定商品なども
並びます

4月は水曜日と土曜日限定で
「のらぼう菜」を使ったメンチカ
ツを販売しています

春待坂

3 小台公園

54 デリスタ スエヒロ

■所 宮前区小台1-19-5　 ■営 9:00～21:00　 ■休 日曜日

■所 宮前区小台2-24

小台坂に大きな存在感を示し、市まちの樹50
選にも選ばれています。秋の紅葉だけでなく、
春には紅い花や実がなる姿も楽しめます

1 イロハカエデ

■所 宮前区小台2-2 　

■所 宮前区小台1-6-11
■営 11:30～15:00、17:30～22:00
■休 木曜日

自家菜園の有機野菜や栄養価の高
い旬の食材を使用した料理は、ラン
チ・ディナー共に1日4組限定です

一軒家の店内は完全個室に加えて
ペットも同伴可能。アットホーム
な雰囲気で料理を堪能できます

　隠れ家レストラン?!

　こだわりのコース料理

8～10品目の野菜が詰まった
「野菜まん菜ベジローフ」は、み
やまえC級グルメグランプリな
ど数々の賞を受賞しました

「幅広い世代の人に農産物や
草花に親しんでもらいたい」と
の思いで2017年1月にオープ
ンしました。観葉植物や花苗
物、ガーデニング雑貨などを
販売する他、併設された農園
で収穫した野菜や果物も店
頭に並びます

気軽に足を運べる開放
的な空間で、買い物だけ
でなく四季を通じて変化
する園内の様子も楽し
めます

ブルーベリーやフルーツト
マトを使った無添加のオリ
ジナルジャムはプレゼントに
も人気です

Flower Village6

JA鷺沼支店鷺沼駅

春待坂

宮前平駅

小台公園

小台公園入口

デリスタ スエヒロ

鷺沼交番前

鷺沼入口

イロハカエデ

アンコンディション

Flower Village

JA宮前平支店

　季節を感じる園内自慢の逸品ずらりと並ぶ店内 川崎の伝統野菜もPR

本来の味が生かされた
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ん

ひゅ
まう

Human

登
山
を
始
め
た
の
は
、
中
学
2
年
生

の
時
。
社
会
科
見
学
で
丹
沢
の
大
山
に

登
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
そ

の
時
見
た
自
然
の
景
色
の
美
し
さ
に
感

動
。
以
来
年
1
回
、
関
東
近
郊
の
山
な

ど
に
足
を
運
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

30
年
前
に
農
業
を
継
い
で
か
ら
は
、

合
間
を
縫
っ
て
山
に
登
り
、
こ
れ
ま
で

富
士
山
や
北
ア
ル
プ
ス
の
水
晶
岳
な
ど

全
国
4
0
0
か
所
以
上
登
頂
し
ま
し
た
。

特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
10

年
前
の
7
月
末
に
登
頂
し
た
北
海
道
の

ト
ム
ラ
ウ
シ
山
。
複
数
の
山
を
縦
走
し

な
が
ら
3
日
か
け
山
頂
を
目
指
し
ま
し

た
。
登
り
下
り
を
繰
り
返
し
、
岩
場
や

雪
渓
な
ど
険
し
い
場
所
を
乗
り
越
え
な

が
ら
多
く
の
高
山
植
物
や
一
足
早
い
紅

葉
を
眺
め
、
夜
は
息
を
の
む
ほ
ど
に
美

し
い
満
天
の
星
空
に
時
間
を
忘
れ
て
見

入
り
ま
し
た
。
自
然
の
厳
し
さ
と
雄
大

さ
を
楽
し
み
な
が
ら
、
頂
き
に
辿
り
着

い
た
時
の
達
成
感
と
2
0
0
0
m
級
の

山
々
に
囲
ま
れ
た
壮
大
な
景
色
は
一
生

忘
れ
ま
せ
ん
。

常
に
新
し
い
風
景
を
求
め
、
5
年
ほ

ど
前
か
ら
「
新
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
川

崎
支
部
」
に
所
属
。
月
に
1
回
情
報
交

換
を
し
な
が
ら
、
次
の
計
画
を
練
っ
て

い
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
も
時
間
が
許
す
限
り
山

に
足
を
運
び
た
い
」
と
、
ま
だ
見
ぬ
山

の
風
景
に
思
い
を
馳
せ
て
い
ま
す
。

地域やＪＡで複数の
役職を務めています。
忙しい日々ですが、体
力作りのため週に 3 回
は 4㎏の重りを背負い
ながら坂道を歩いて汗
を流しています。

高津区末長
澁谷�洋一さん

PROFILE

未知なる山の風景を
　　　　追い求めて

ＩＴＳＵ

私の好きなこと
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ん

ひゅ
まう

Human

ケ
ガ
か
ら
得
た
生
き
が
い

多
摩
区
菅
稲
田
堤 

小
川 

正
年
さ
ん

46
年
前
、
腰
の
治
療
で
病
院
に
訪
れ

た
際
、
先
生
か
ら
詩
吟
の
誘
い
を
受
け

ま
し
た
。｢

治
療
に
来
て
い
る
の
に｣

と

思
い
ま
し
た
が
、
心
に
残
る
音
の
響
き

や
奥
深
さ
に
心
を
奪
わ
れ
、｢

町
田
岳

風
会｣

に
入
門
。
地
元
で
詩
吟
の
教
場

を
借
り
て
先
生
を
招
き
、
友
人
と
と
も

に
弟
子
入
り
し
ま
し
た
。

当
初
は
声
の
伸
び
や
声
量
の
調
整
な

ど
に
苦
労
す
る
日
々
。
そ
れ
で
も
先
生

の
詩
を
聞
き
な
が
ら
一
語
一
句
噛
み
し

め
て
耳
で
覚
え
る
他
、
多
摩
川
で
発
声

練
習
な
ど
稽
古
を
重
ね
て
い
き
ま
し
た
。

思
い
通
り
の
発
声
が
で
き
る
に
つ
れ
、

｢

も
っ
と
上
を
目
指
し
た
い｣

と
意
欲
が

湧
き
、
平
成
7
年
に
師
範
、
4
年
後
に

は｢

岳
稲｣

の
名
を
襲
名
し
ま
し
た
。

順
調
に
段
位
を
取
得
し
、
や
る
気
に

満
ち
て
い
た
中
、
10
年
前
に
大
病
を
患

い
、
声
を
失
い
か
け
ま
し
た
。
突
然
の

こ
と
に
目
の
前
が
真
っ
暗
に
な
り
ま
し

た
が
、｢

再
び
吟
じ
た
い｣

と
の
強
い
思

い
で
手
術
に
挑
み
、
リ
ハ
ビ
リ
を
続
け

て
何
と
か
声
を
取
り
戻
し
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
本
調
子
で
は
な
い
も
の
の
、

好
き
な
こ
と
を
続
け
ら
れ
る
あ
り
が
た

さ
や
大
切
さ
を
実
感
。｢

こ
れ
か
ら
は
多

く
の
人
に
も
や
り
が
い
を
見
つ
け
て
ほ

し
い｣

と
、
6
年
前
に
地
元
の
老
人
施

設
で
詩
吟
教
室｢

岳
稲
会｣

を
開
き
、

17
人
の
会
員
と
と
も
に
活
動
を
始
め
ま

し
た
。

教
室
で
は
、
堅
苦
し
い
イ
メ
ー
ジ
は

無
く
し
、
カ
ラ
オ
ケ
を
挟
ん
だ
り
合
間

に
は
持
ち
寄
っ
た
お
茶
菓
子
を
囲
ん
で

世
間
話
に
花
を
咲
か
せ
、
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
月
2
回
練
習
。
発
表
会
で

は
歌
詞
を
来
場
者
に
配
付
し
て
一
緒
に

吟
じ
、
交
流
を
深
め
な
が
ら
魅
力
を
伝

え
て
い
ま
す
。
日
を
追
う
ご
と
に
生
徒

が
上
達
し
て
い
く
姿
を
見
る
と
、
自
分

の
こ
と
の
よ
う
に
う
れ
し
く
感
じ
ま
す
。

現
在
は
後
任
に
指
導
を
引
き
継
ぎ
ま

し
た
が
、｢

詩
吟
は
私
の
生
き
が
い
。
生

涯
続
け
て
い
き
た
い｣

と
、
こ
れ
か
ら

も
心
地
よ
い
詩
を
届
け
ま
す
。

15 CERESA No.247



●絹さや・・・・・・・・・・・・20枚
●じゃがいも・・・・・・・中3個
●明太子・・・・・・・・・・・・・・1腹

●マヨネーズ・・・・大さじ3
●醤油・・・・・・・・・・・小さじ1

①じゃがいもは皮を剥いて、食べやすいサイズに切って
から茹でる。
②絹さやは筋を取ってからさっと茹で、半分に切る。
③ほぐした明太子とマヨネーズ、醤油を和える。
④1～3を混ぜ合わせて、できあがり。

作り方

絹さやの
明太ポテトサラダ

材料（4人分）

SHOKU NOU

義
父
が
亡
く
な
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
農

業
を
始
め
て
４
年
。
夫
と
力
を
合
わ
せ
て
約

1
0
0
㌃
の
畑
で
柿
と
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
栽

培
し
、
主
力
の
柿
は
「
前
川
早
生
次
郎
」「
松

本
早
生
富
有
」「
太
秋
」
の
３
品
種
で
3
5
0

本
ほ
ど
手
掛
け
て
い
ま
す
。

剪
定
か
ら
収
穫
ま
で
１
年
を
通
し
て
行
う

柿
栽
培
。
中
で
も
５
月
か
ら
７
月
に
か
け
て

行
う
摘
蕾
・
摘
果
の
作
業
は
難
し
く
、
思
う

よ
う
な
実
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
知
識
・
技
術
不
足
を
痛
感
し
つ
つ
夫
に

相
談
し
な
が
ら
行
い
作
業
が
中
断
し
て
し
ま

う
日
々
。
そ
れ
で
も
「
足
手
ま
と
い
に
な
り

た
く
な
い
」
と
栽
培
講
習
会
や
夫
の
作
業
を

見
て
技
術
の
習
得
に
励
み
、
現
在
は
自
分
で

判
断
し
な
が
ら
作
業
を
進
め
、
順
調
に
育
つ

柿
を
見
て
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

収
穫
し
た
柿
は
、
自
宅
で
直
売
と
地
方
発

送
の
他
、
セ
レ
サ
モ
ス
麻
生
店
へ
出
荷
。
セ
レ

サ
モ
ス
に
出
荷
す
る
際
は
消
費
者
の
立
場
に

な
り
、
品
質
の
良
さ
は
も
ち
ろ
ん
品
種
名
と

特
徴
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
よ
う
と
手
作
り

の
説
明
書
を
つ
け
る
な
ど
、
少
し
で
も
手
に

取
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま
す
。

直
売
や
地
方
発
送
で
は
、
父
の
代
か
ら
の

常
連
客
以
外
に
新
た
な
フ
ァ
ン
を
増
や
そ
う

と
、
自
宅
入
口
な
ど
に
の
ぼ
り
旗
と
手
作
り

の
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
案
内

を
見
て
声
を
掛
け
て
く
れ
る
人
も
増
え
、
大

き
な
喜
び
を
実
感
。
思
わ
ず
身
振
り
手
振
り

を
交
え
な
が
ら
全
力
で
接
客
し
て
し
ま
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

昨
年
は
台
風
な
ど
の
影
響
で
生
育
が
遅

れ
、
管
理
方
法
に
悩
む
中
、
旗
が
な
い
こ
と

を
気
に
し
た
お
客
さ
ん
か
ら
「
今
年
も
楽
し

み
に
し
て
い
る
よ
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
と
て

も
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

広
い
畑
で
の
作
業
は
気
候
に
左
右
さ
れ
思

う
よ
う
に
行
か
な
い
こ
と
も
多
い
で
す
が
、

夫
婦
で
力
を
合
わ
せ
「
自
分
た
ち
の
柿
を
楽

し
み
に
し
て
く
れ
る
お
客
さ
ん
の
期
待
に
応

え
た
い
」
と
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

『
夫
婦
で
取
り
組
む
フ
ァ
ン
作
り
』

麻
生
区
岡
上
　
薙
澤 
直
美
さ
ん

　柿の栽培管理で忙しい毎日
を過ごしていますが、時間を
見つけては夫とドライブに出
掛けます。最近はインター
ネットの口コミを参考に県内
外のグルメを満喫し、リフ
レッシュしています。

Power's Voice
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●絹さや・・・・・・・・・・・・20枚
●じゃがいも・・・・・・・中3個
●明太子・・・・・・・・・・・・・・1腹

●マヨネーズ・・・・大さじ3
●醤油・・・・・・・・・・・小さじ1

①じゃがいもは皮を剥いて、食べやすいサイズに切って
から茹でる。
②絹さやは筋を取ってからさっと茹で、半分に切る。
③ほぐした明太子とマヨネーズ、醤油を和える。
④1～3を混ぜ合わせて、できあがり。

作り方

絹さやの
明太ポテトサラダ

材料（4人分）

SHOKU NOU

マ
メ
科
エ
ン
ド
ウ
属
の
緑

黄
色
野
菜
で
、
原
産
地
は
中

央
ア
ジ
ア
か
ら
中
近
東
。
日

本
へ
は
8
世
紀
前
後
に
中
国

か
ら
伝
え
ら
れ
、
さ
や
を
食

べ
る
野
菜
と
し
て
栽
培
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
江
戸

時
代
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
は
、
乾
燥

に
弱
い
の
で
ポ
リ
袋
な
ど
に

入
れ
て
、
冷
蔵
庫
の
野
菜
室

で
保
存
し
ま
し
ょ
う
。
す
ぐ

に
使
わ
な
い
場
合
は
、
さ
っ

と
茹
で
て
か
ら
冷
凍
保
存
し

ま
し
ょ
う
。

サ
ヤエン
ド
ウ

エ
ン
ド
ウ
は
、「
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
」
と

「
実
エ
ン
ド
ウ
」
に
大
き
く
分
け
ら
れ

ま
す
が
、
豆
が
大
き
く
な
る
前
に
さ
や

ご
と
食
べ
る
も
の
が
「
サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
」

で
す
。
中
で
も
特
に
小
さ
い
も
の
を
「
絹

さ
や
」
と
呼
び
ま
す
。

サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
は
ハ
ウ
ス
栽
培
が
盛

ん
で
、
一
年
中
出
回
っ
て
い
ま
す
が
、
旬

は
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
。
こ
の
時
期

は
栄
養
価
が
高
ま
り
、
甘
み
も
強
く
な

り
ま
す
。

サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
は
、
生
育
の
途
中
で

摘
み
取
ら
れ
る
た
め
、
ビ
タ
ミ
ン
C
を

多
く
含
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
さ
や
の

ま
ま
食
べ
る
の
で
ベ
ー
タ
カ
ロ
テ
ン
も
多

く
含
ん
で
お
り
、
免
疫
力
ア
ッ
プ
や
風

邪
予
防
、
美
肌
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

ビ
タ
ミ
ン
C
は
水
に
溶
け
や
す
く
熱

に
弱
い
の
で
、
火
を
通
し
過
ぎ
な
い
よ

う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
鮮
や

か
な
緑
色
と
歯
触
り
を
良
く
す
る
た
め
、

茹
で
あ
が
っ
た
ら
す
ぐ
ザ
ル
に
上
げ
、

冷
水
に
さ
っ
と
く
ぐ
ら
せ
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

サ
ヤ
エ
ン
ド
ウ
は
、
お
ひ
た
し
や
和

え
物
、
煮
物
、
炒
め
も
の
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
料
理
に
適
し
、
鮮
や
か
な
緑
色
が

料
理
を
華
や
か
に
し
て
く
れ
ま
す
。

購
入
の
際
は
、
中
の
豆
が
小
さ
く
並

び
、
皮
が
薄
い
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
緑
色
が
鮮
や
か
で
全
体
に
ハ
リ

が
あ
る
も
の
が
新
鮮
で
す
。
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農作業
ノート

図 1

図 2

中国では「ジュウツアイタイ」と呼ばれ、高級食材の花茎を食べるニラ。
葉は硬いので食用には向きません。一見外見もよく似たネギ科ハナニラ属
の和名「花ニラ」（別名：イエイオン、イフェイオン）といわれるものが
ありますが、この花ニラは食べられません。

品種
テンダーポール［サカタ］、
花ニラ・ニラむすめ［タキイ］

（葉、花茎共用種）
※収穫量は少ないですが、通
常の葉ニラの花茎を用いるこ
ともできます。
播種
・幅 1m 程の種床を作り、条間 10cm、深さ 1cm
　に溝を切って種子を 1cm 間隔に条まきします。
・発芽まで寒冷紗等で被覆します。 
・植え付け本数が少ない場合は 2 号のポリ鉢に
　4 ～ 5 粒まきます。
定植
本葉 4 ～ 5 枚頃、畦幅 50cm×株間 25cmに 4 ～ 5
本植えとします。
施肥（1a当り）
基肥：堆肥 100kg、苦土石灰 10kg、
　　　高度化成肥料 5 ～ 7kg
追肥：化成肥料 5kg（2 ～ 3 回施用）
管理
・定植後翌年の春に基肥を行い、追肥は年2 ～ 3 回
　行います。
・宿根性なので毎年収穫できますが、3 ～ 4 年経
　つと株も大きくなり込み合ってくるので、根を
　切らないように掘り上げて、2 ～ 3 本くらいに
　株分けして移植します。

収穫
・播種後１年目はとう立ち部分を刈り捨て株に勢
　いを付け、翌年に収穫します。（図 1）

・温度が 20℃以上になると花茎が次々と伸びてく
るので、花茎が 30cm ほど伸びて先端の苞が開
かないうちに収穫します。

・茎のやわらかい部分から折り
取ります。（図 2）

・取り遅れるととうが固くな
り、品質が落ちてしまいま
す。試し取りして適期を確
認することが大切です。

・年間数回程収穫できます。
病害虫防除
ハナニラに使用できる農薬は、野菜類登録の農薬
のみです。
さび病：カリグリーン（野菜類）
アブラムシ：サンクリスタル乳剤（野菜類）
食べ方

花茎は香気が強く、甘みもあります。
炒め物やお浸し、卵とじ等がおすすめです。

営農技術顧問
衣巻　巧

ハナニラの栽培
について

月

作
業

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

○播種、× 定植、  □収穫期間

栽培暦

4 〜 5cm
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5月の運勢 モナ・カサンドラ

「
農
協
改
革
・
自
己
改
革
」
は
総
仕
上
げ
に
向
け
て
最
終
局
面
の
年
度
へ

JAセレサ川崎「農協改革・自己改革」スケジュール
29年度

認定農業者
アンケート

認定農業者
アンケート

認定農業者
アンケート

31年度 32年度 33年度30年度（自己改革集大成期間）

政府「農協改革集中推進期間」（31年5月末まで）

第7次総合3か年計画（平成28～30年度）

「自己改革」に対する取り組みを展開する期間「自己改革」に対する取り組みを展開する期間

「自己改革」に対する「評価の獲得」に全力を挙げる期間「自己改革」に対する「評価の獲得」に全力を挙げる期間

JAセレサ川崎第二次地域農業振興計画（平成28～32年度）

第8次総合3か年計画（平成31～33年度）

政府「農協改革の実施状況を調査し結論を得る期間」

H30年度は集大成期間
組合員の皆さまとの徹底した
話し合いと「評価」獲得が重要

政府「改革の成果を検討して
結論を得る期間」

政
府
の
動
き

セ
レ
サ
の
取
り
組
み
と
動
き

【全体運】ゆったり過ごせる期間で
す。好きなことに意識を向け、のん
びり自分の時間を満喫しましょう。
散歩もお勧め
【健康運】栄養バランスに配慮する
と、さらに好転
【幸運の食べ物】トリガイ

【全体運】積極性が高まる兆し。未経
験の分野でも前向きにトライすれ
ば、手応えがありそう。体を動かす
ことにもつき
【健康運】体力アップを図る好機。よ
り健康体に
【幸運の食べ物】ゼンマイ

【全体運】面倒見の良さを発揮する
ことで、対人面に好影響が。持ち前
の社交性を生かして。気分転換には
音楽鑑賞が最適
【健康運】軽いスポーツを楽しむと
体調に好変化が
【幸運の食べ物】キャベツ

【全体運】知的好奇心を刺激されや
すい時期。やってみたいことがあれ
ば、じっくり情報収集を。ネット関連
の事柄も幸運
【健康運】スキンケアを丁寧に。調子
が上向きそう
【幸運の食べ物】カツオ

【全体運】意地を張りやすい傾向大。
人の意見やアドバイスには素直に
耳を傾けた方が好結果に。開運には
土いじりが有効
【健康運】無理をしがち。疲れたら、
十分な休息を
【幸運の食べ物】ワカメ

【全体運】フットワークが軽くなる
月。興味を引かれることに即チャレ
ンジするなど、スピーディーな行動
を。スポーツも◎
【健康運】快適に過ごせます。大いに
体を動かして
【幸運の食べ物】ニンニク

【全体運】あれこれ考え過ぎてしま
いそう。肩の力を抜き、気楽に構え
ましょう。リフレッシュには森林浴や
ハイキングへ
【健康運】小さなけがに注意。慎重
に行動すること
【幸運の食べ物】モズク

【全体運】勢いがあるときはいいけ
れど、小さなことでつまずきやすい
暗示。失敗を引きずらないで、サッ
と気持ちを切り替えて
【健康運】ストレス解消には軽い体
操が効果的です
【幸運の食べ物】コゴミ

【全体運】珍しく神経質になりがち。
やたらと後ろ向きな発想をしやす
いので、意識してプラス方向に捉え
るのが賢明
【健康運】運動不足で太りやすい。ク
ヨクヨもNG
【幸運の食べ物】ジャガイモ

【全体運】楽しいことに縁あり。飲み
会や旅行などに誘われたら、気軽に
参加してみるとラッキー。芸術鑑賞
も良い刺激に
【健康運】適度な気晴らしが健康
キープのポイント
【幸運の食べ物】ゴボウ

【全体運】親しい人に対して、つい口
うるさくなってしまう気配。見守る
姿勢を大切に。リラックスするには
足湯がベスト
【健康運】開運には不規則な生活習
慣の改善が必須
【幸運の食べ物】メロン

【全体運】コミュニケーション運が活
性化。初対面の人とも楽しく話が弾
みそう。人脈を広げた分、チャンス
も広がります
【健康運】姿勢を正せば健康面にう
れしいご褒美あり
【幸運の食べ物】アジ

おひつじ座 3/21～4/19 おうし座 4/20～5/20 ふたご座 5/21～6/21 かに座 6/22～7/22

しし座 7/23～8/22

いて座 11/23～12/21

おとめ座 8/23～9/22

やぎ座 12/22～1/19

てんびん座 9/23～10/23

みずがめ座 1/20～2/18

さそり座 10/24～11/22

うお座 2/19～3/20

平
成
30
年
度
の
事
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

政
府
が
設
定
す
る
「
農
協
改
革
集
中
推
進
期
間
」

が
31
年
5
月
末
ま
で
と
迫
る
中
、
当
Ｊ
Ａ
で
は

Ｊ
Ａ
の
総
合
性
を
発
揮
し
、
組
合
員
の
満
足

度
が
高
く
競
争
力
の
あ
る
事
業
展
開
に
取
り

組
む
こ
と
を
本
年
度
の
基
本
方
針
と
し
て
い

ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
役
職
員
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
「
農
協
改
革
・
自

己
改
革
」
は
、「
目
に
見
え
る
」
成
果
を
着
実
に

積
み
上
げ
て
い
ま
す
。

さ
て
本
年
度
は
、
ま
ず
「
農
業
総
合
支
援
対

策
事
業
」
の
適
用
範
囲
を
広
げ
、
農
家
経
営
支

援
を
さ
ら
に
強
化
し
ま
す
。
ま
た
、
大
型
農
産

物
直
売
所
「
セ
レ
サ
モ
ス
」
も
、「
市
内
農
業
」

の
情
報
発
信
拠
点
と
し
て
来
店
誘
致
策
な
ど
を

引
き
続
き
強
化
し
、
生
産
者
の
皆
さ
ま
の
「
農

業
所
得
の
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」
に
つ
な

が
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、「
地
域
の
活
性
化
」
に
つ
な
が
る
よ

う
地
域
貢
献
活
動
に
も
力
を
入
れ
、
組
合
員
・

地
域
利
用
者
の
皆
さ
ま
か
ら
「
必
要
と
さ
れ
る

J
A
」
を
目
指
し
、「
自
己
改
革
」
の
総
仕
上
げ

に
向
け
た
取
り
組
み
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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ヒ ナ ニ ン ギ ヨ ウ
　 カ ユ 　 ム ギ 　
ト ビ ウ オ 　 リ ス
ウ 　 シ ヤ ク 　 イ
ジ ヨ 　 コ ン パ ス
　 ネ ジ 　 セ ン
ハ ツ カ ダ イ コ ン

読
者
か
ら
の
お
た
よ
り

m
ail  b

ox
生
ま
れ
変
わ
っ
た
バ
ッ
グ　

20
年
ほ
ど
前
に
義
父
に
買
っ
て
も
ら
っ
た
バッ

グ
。
と
て
も
気
に
入
っ
て
い
ま
し
た
が
、使
い
込
ん

で
角
も
擦
り
切
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
で
も
処

分
す
る
の
は
も
っ

た
い
な
い
と
思
い
、

ポ
ー
チ
と
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
に
変
身
さ

せ
ま
し
た
！
こ
れ

か
ら
も
長
く
使
い

た
い
で
す
。

 （
高
津
区・森
さ
ん
）

このコーナーでは身近なできごと等､ 皆さまからお便りをお待ちしております。
お便りをいただいた方およびクロスワードパズルにお答えいただいた方の中から
抽選で5人の方にセレサモス等で使える農協全国商品券1,000円分をプレゼントし
ます。送付方法は郵送で、郵便番号､ 住所､ 氏名（匿名の方はペンネームを添えて）､
年齢､ 電話番号を記入し、右記まで送付してください。なお、写真の掲載を希望
される方は､ プリントを封書でご送付ください。
※匿名を希望される場合は必ずペンネームをお書き添えください。
※個人情報保護法に基づき､ 応募された方の個人情報は賞品発送以外には使用しません。

◆ 応 募 方 法 ◆ お
寄
せ
頂
い
た
ご
感
想
、イ
ラ
ス
ト
等
は

本
誌
で
掲
載
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
て
こ
に
は
○
○
・
力
点
・
作
用
点
が
あ
り
ま
す

③
5
月
5
日
は
○
○
の
日
。
国
民
の
祝
日
で
す

⑤
父
や
母
の
兄
弟
で
す

⑥
川
の
流
れ
の
急
な
所

⑦
別
名
は
虞
美
人
草
、
ポ
ピ
ー

⑨
日
本
庭
園
だ
と
コ
イ
が
泳
い
で
い
る
こ
と
も

⑪
刃
物
で
紙
に
描
き
ま
す

⑬
生
物
や
化
学
を
学
ぶ
教
科

⑮
無
地
で
は
な
い
衣
服

⑰
バ
イ
オ
リ
ン
や
笛
の
こ
と

⑲
鳥
よ
け
に
張
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

⑳
唱
歌
『
春
の
小
川
』
の
歌
詞
に
出
て
く
る
花

㉑
レ
イ
シ
と
も
呼
ば
れ
る
果
物

タテのカギ
①
潮
の
引
い
た
浜
で
貝
を
探
し
ま
す

②
マ
ジ
シ
ャ
ン
が
披
露
す
る
も
の

③
ス
ト
ー
夫
人
の
著
書
『
ア
ン
ク
ル
・
ト
ム
の
○
○
』

④
輪
の
あ
る
惑
星
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す

⑥
急
い
で
記
し
た
文
字
の
こ
と

⑧
野
球
部
の
監
督
が
選
手
に
○
○
を
飛
ば
し
た

⑩
動
物
が
よ
く
通
る
所
に
で
き
ま
す

⑫
魚
や
イ
カ
の
呼
吸
器
官

⑭
化
粧
を
す
る
と
き
に
の
ぞ
き
ま
す

⑯
イ
ー
ス
タ
ー
島
の
巨
大
な
石
像

⑱
同
伴
者
の
こ
と

ヨコのカギ

ネ
コ
ヤ
ナ
ギ

応
募
総
数
33
通

当
選
者
5
人
の
発
表
は
賞

品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
住
所
・
氏
名
等
の
記
入
忘

れ
が
あ
る
場
合
は
正
解
し

て
も
無
効
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

2
月
の
こ
た
え

◎締切　5月18日（金）必着

Ｊ
Ａ
事
業
に
驚
き
！

ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
チ
ラ
シ
を
見
て
、
Ｊ
Ａ
が
住
宅

ロ
ー
ン
や
こ
ど
も
共
済
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
商
品
を

扱
っ
て
い
る
と
知
り
、と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
支
店

ご
と
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
あ
る
よ
う
な
の
で
、う
ま
く

利
用
し
て
い
き
た
い
で
す
。　

   （
幸
区
・
岡
さ
ん
）

春
の
訪
れ
を
感
じ
る

セ
レ
サ
モ
ス
に
色
と
り
ど
り
の
切
り
花
が
登
場

し
、春
の
訪
れ
を
実
感
し
ま
す
。
早
速
花
桃
を
買
い

玄
関
に
飾
り
ま
し
た
。        （
宮
前
区
・
小
石
さ
ん
）

魅
力
的
な
体
験
型
農
園

特
集
を
読
み
、
体
験
型
農
園
に
魅
力
を
感
じ
ま

し
た
。
農
作
業
の
指
導
や
園
主
と
交
流
で
き
る
イ

ベ
ン
ト
が
あ
る
と
、よ
り
農
園
生
活
が
楽
し
め
る
と

思
い
ま
し
た
。　   　

       （
麻
生
区
・
中
村
さ
ん
）

出
荷
者
の
思
い
が
伝
わ
る

セ
レ
サ
モ
ス
の
出
荷
者
紹
介
コ
ー
ナ
ー
を
読
み
、

皆
さ
ん
工
夫
を
凝
ら
し
て
野
菜
作
り
を
さ
れ
て
い

る
の
だ
と
感
心
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
お
い
し
い

農
産
物
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

    （
宮
前
区
・
新
さ
ん
）

「
わ
あ
～
豚
ち
ゃ
ん
だ
！
」

昔
は
我
が
家
の
近
く
に
も
豚
小
屋
が
あ
り
ま
し

た
。
2
月
号
の
表
紙
を
見
て
子
ど
も
の
頃
を
思
い

出
し
、と
て
も
懐
か
し
く
感
じ
ま
し
た
。

（
高
津
区
・
鳥
井
さ
ん
）

孫
が
入
学
し
ま
し
た
！

今
春
、孫
が
ピ
カ
ピ
カ
の
1
年
生
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
先
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
！

    （
宮
前
区
・
和
田
さ
ん
）

自
家
栽
培
レ
モ
ン
を
調
理
♪

鉢
植
え
の
レ
モ
ン
が
実
っ
た
の
で
、DISH UP!

で
紹

介
さ
れ
た
サ
ツ
マ
イ
モ
の
レ
モ
ン
煮
を
作
り
ま
し
た
。

と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。  （
高
津
区・広
沢
さ
ん
）

役
に
立
っ
て
い
ま
す

機
関
誌
を
読
む
と
、野
菜
が
作
ら
れ
る
過
程
や
生

産
者
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
。

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

     （
中
原
区・浜
田
さ
ん
）

日
本
の
食
を
守
る
た
め
に

後
継
者
の
育
成
が
大
変
だ
と
聞
き
ま
す
。
日
本

の
食
を
守
る
た
め
に
も
、農
産
物
を
作
る
生
産
者

の
支
援
や
消
費
者
が
地
産
地
消
に
つ
い
て
考
え
て

行
動
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。　
　
　

　
　
　

 　
　
　
　
　

    

（
宮
前
区
・
齋
藤
さ
ん
）

投
稿
の
お
礼

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ご
感
想
な
ど
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
Ｊ
Ａ
広
報
課
）

①〒・住所・氏名・

   年齢・電話番号

②クロスワードパズル

　の答え
③本誌やＪＡへの

　ご感想・イラスト等

④農業やＪＡに関する

　身近な疑問等

川
崎
市
宮
前
区
宮
崎
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JAからのお知らせ

農業やJAに関する
身近な疑問等をお寄せください

　川崎市では市内の生産緑地地区の指定にあたり、平成30年4月から条例を制定して面積要
件などを緩和して実施することとなりました。

　具体的な面積要件は、「500m²以上の規模の区域」→「300m²以上の規模の区域」に変更されます。
また、一段の農地等の区域の要件についても、「物理的に一体的な農地のみ」→「100m²以上の農地等
が一定距離内に複数あり、合計で300m²以上となるもの」といったいくつかの要件を満たせば、物理的
な一体性がない場合でも一段の農地等とみなされることになりました。
　市では5月22日（火）（土日祝日を除く）まで申請を受付けておりますので、指定を希望される場合は
統括支店指導担当までご相談ください。

生産緑地の指定基準が変更されたと聞きましたが、具体的にどのよう
な点が変更されたのでしょうか。Q

A

Q 広場&A教えてJA！ 

なるほど。
検討してみます。

感謝状を受けた関本職員 感謝状を受けた萩原副支店長と
飯森職員

後継者のつながりを深める
　青壮年部向丘支部創立40周年記
念式典が3月16日、向丘支店で行わ
れ、部員ら50人が参加しました。
　当日は、小泉博司支部長のあいさ
つ後、10年間の活動内容を報告。交
流会では親睦を深めるとともに、地
域農業と同部の発展を誓いました。

広報モニターになりませんか
平成30年度の広報モニターを下記要領で募集します。

※問い合わせは、ＪＡセレサ川崎広報課（TEL 044-877-2964）
eメール　info@jaceresa.or.jp　 FAX 044-877-2211

女性職員の制服が変わりました
　創立20周年を迎えたことに伴い、合併以来初め
て女性職員の制服をリニューアルしました。
　「信頼性」「安心感」「親しみやすさ」をコンセプト
に、紺色を基調としたストレッチ性の高い素材を使
用しています。

振り込め詐欺未然防止で感謝状
　振り込め詐欺による被害を未然に防いだことで2月～3月に、
子母口支店の関本由貴職員、宮崎支店の萩原勝副支店長（現
セレサモス宮前店店長）と飯森美穂職員に各警察署長より感謝
状が送られました。

晴れの入賞者  
敬称略（　）内住所

平成 29年度市施設野菜立毛共進会（3月の部）    
3 月 1 日　市内巡回　出品点数 2 点

▽特選＝トマト（麗旬）井上國夫（野川）

【資　 格】市内在住の成人の方で、ＪＡ事業や広報活動
に関心のある方

【公募人数】30人（応募者多数の場合選考）
【任　 期】平成30年5月20日～平成31年3月31日
【任　 務】ＪＡの広報活動に対する意見や情報提供。ア

ンケートの提出と広報モニター会議への出席
【締　 切】平成30年5月8日（火）必着
【申込方法】ハガキまたはFAX・eメール・ホームページにて

｢広報モニター応募｣と明記。住所・氏名・年齢・
電話番号・応募動機を明記。

【宛　　先】〒216-0033　川崎市宮前区宮崎2-13-38

連休の営業のご案内 ※ 5月連休の営業は次の通りです。

営業内容 2日（水） 3日（木） 4日（金） 5日（土） 6日（日） 7日（月）
本支店 営業 営業

Ａ
Ｔ
Ｍ

支店 通常稼働

日曜・祝日
扱い

休止

日曜・祝日
扱い

日曜・祝日
扱い

通常稼働
8：00～
21：00

8：00～
21：00

8：00～
21：00

セレサモス
麻生店 通常稼働

日曜・祝日
扱い

休止

日曜・祝日
扱い

日曜・祝日
扱い

通常稼働
10：00～
18：00

10：00～
18：00

10：00～
18：00

※3日（木）、5日（土）は、ＪFマリンバンクは取扱不可。
※営業時間外・休日の緊急連絡先：0120-50-9674（全国監視センター）

Ｊ A 共済 自動車事故 ※緊急連絡先：0120-258-931（フリーダイヤル事故はクミアイ）
購
買
統
括
セ
ン
タ

ー

経済センター店 営業 3日（木）から6日（日）は、ゴールデンウィークセールを開催します。
予約･注文

事務所 営業 休業 営業

配達 5月2日（水）注文分は7日（月）に配達

パーシモン 営業 5月3日（木）から6日（日）は、
ゴールデンウィークセールを開催します。

コイン精米機 9：00～16：00稼働
セレサモス麻生店

通常通り営業（両店ともに10：00～18：00）　※5月2日（水）は臨時営業いたします。
セレサモス宮前店

セレササービス㈱
【葬祭センター】

営業 休業 営業
※緊急連絡先：0120-3096-56 （年中無休24時間受付）

セレサ不動産㈱
本社 営業 休業 営業

セレサ不動産㈱
菅営業所 休業 営業

セレサアグリコ㈱ 営業 休業 営業
全農かながわＪ A 

プロパンセンター川崎
営業 休業 営業
※緊急連絡先：046-231-2014 （ＪＡ－ＬＰガス保安センター）
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セレサモス
出荷者紹介
セレサモス
出荷者紹介『

モス
ぴー』のファーマ

ーズマーケット

❶住所　❷出荷店舗　❸主な出荷品目　※（　）は出荷登録者名

❶麻生区王禅寺
❷麻生店
❸切り花・ブーケ・ジャガイモなど

花きと野菜を年間約20品目栽培しています。特に花
きは季節に応じ組み合わせ、切り花やミニブーケにして
セレサモスに出荷。4月下旬以降は、チューリップ｢ハウス
テンボス｣をメインとしたブーケがおすすめです。気品と
可愛らしさを合わせもつ花びらをお楽しみください。

出荷者のコメント

内山  曜子さん

❶高津区宇奈根
❷宮前店・麻生店
❸卵

家族3人で養鶏を営み、「ソニア」と「ボリスブラウン」
の2品種、約2,500羽を飼育しています。卵をセレサモ
スや菓子店などに出荷する他、鶏糞は経済センターに
も卸しています。「味が濃くておいしい」と好評の卵を
ぜひ手に取ってみてください。

出荷者のコメント

❶麻生区細山
❷麻生店
❸サクラ・ツルウメモドキ・ヤマボシなど

父と造園業を営みながら、花木を季節に合わせて
年間40品目以上栽培しています。ご家庭で飾る時に
きれいに咲くよう３分咲きで出荷するなどその時の気
候によって細かく調整しています。ぜひ手に取ってい
ただき、色鮮やかな花々をお楽しみください。

出荷者のコメント

和田  茂浩さん

❶宮前区水沢
❷宮前店
❸ハクサイ・ダイコン・カブ・キウイなど

35  ㌃ほどの畑で年間約20品目の定番野菜を栽培
し、全量をセレサモスに出荷しています。定植時期や水
やりのタイミングに特に注意し、ほとんどの野菜を種
から育てています。これからは消費者のニーズに合わ
せて、彩りの良い新顔野菜にも挑戦したいです。

出荷者のコメント

河原  彌兵衛さん

セレサモスからのお知らせ

大木  スギエさん

（ 大木　光與さん）

第12回定例理事会　3月20日（火）   本店で開催理事会だより イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

営業時間のご案内
●支店窓口　平日9：00～15：00
●ＡＴＭ　8：00～21：00
（セレサモス麻生店は営業時間内の稼働）
●経済センター店舗
　平日・土日9：00～16：30
　※祝日は休み
●セレサパーシモン
　平日・土日9：00～16：30
　※祝日は休み
●セレサモス麻生店　10：00～18：00
●セレサモス宮前店　10：00～18：00
　（定休日：水曜・年末年始他）
　5月2日（水）は臨時営業いたします。
※節電対策により、営業時間が一部変
更になっております。

セレサのDATA （3月31日現在）

購買品供給高� 10億 93百万円
販売品取扱高� 13億 32百万円
施設事業契約高� 101億�02百万円
貯金� 1兆 4,857億円
貸出金� 5,379億円
長期共済保有高� 1兆 6,794億円
年金共済保有高� 341億円
組合員数� 68,194人
うち正組合員� 5,657人
准組合員� 62,537人

5月の経営相談日（法律経営）

■ 8日(火) 9:30～11:30�向丘支店
13:30～15:30 中原支店

■ 15日(火) 13:30～15:30 みなみ支店
13:30～15:30 柿生支店

■ 22日(火) 9:30～11:30�橘支店
■ 26日(土) 9:30～11:30 梶ヶ谷ビル
■ 29日(火) 13:30～15:30 稲田支店
相談時間は原則30分程度。予約制。
ご予約は相談日前営業日 16:00までに
各会場支店の総合相談担当まで。
（梶ヶ谷ビルは本店資産相談課まで）
土曜日の相談会については、ご予約が
ない場合は開催いたしません。

5月の営農相談コーナー
●経済センター
　（宮前区有馬�2-13-1）
　2日（水）、9日（水）、11日（金）、
　16日（水）、18日（金）、23日（水）
●セレサパーシモン
　（資材店舗：麻生区片平2-30-15）
　1日（火）、8日（火）、10日（木）、
　15日（火）、24日（木）、29日（火）
●時　間　9:00～16:00
●相談員　ＪＡの営農技術顧問
●その他　予約は不要です。

5月のセレササロン
＜通常開催＞
■�10日（木）�中原支店
●内容　折り紙
●会費　900円
＜外出行事＞
■���9日（水）�花菜ガーデン（高津）
■�23日（水）�花菜ガーデン（生田）
■�24日（木）�木更津アウトレット（みなみ）
●会費　2,500円
●対象　おおむね60歳以上の方
お問合せ・お申込み
本店生活福祉課（TEL877-2509）

5月の休日住宅ローン相談会
■26日（土）
小杉支店、野川支店、�向丘支店、
千代ヶ丘支店
■27日（日）
日吉支店、御幸支店、新城支店、
元住吉支店、宮前平支店、
上作延支店､ 百合丘支店
開催支店または下記ホームページから
ご予約のうえ、ご来場ください。ご予
約がない方はお待ちいただくことがご
ざいます。※時間は9:00～15:00

5月の年金無料相談会
■ 8日（火）小田支店
■ 10日（木）向丘支店
■ 13日（日）柿生支店
■ 15日（火）中原支店
■ 20日（日）生田支店
■ 22日（火）� 鹿島田支店
■ 24日（木) 新城支店
■ 27日（日）新百合丘支店
■ 29日（火）� 御幸支店
開催支店または下記ホームページから
ご予約のうえ、ご来場ください。

5月の遺言信託個別相談会
5月の開催はございませんが、ご希望
の方は日程を調整のうえ、個別相談を
行いますので、お気軽にお近くの支店
までお問合せください。
※ＪＡ神奈川県信連�信託代理店
　ＪＡセレサ川崎�本店金融推進部

（TEL877-2140）
当ＪＡが行う遺言信託代理業務は契約
締結の媒介です。

セレササービスのご案内
ＪＡセレサ葬祭センターは、ご葬儀

ご法事など、信頼と安心・安全をモットー
にまごころを込めてご奉仕いたします。
提携式場として、「中野島ほうさい殿」

も、ご利用いただけます。
事前相談や見積もり等承っておりま

す。お気軽にお問合せください。
（日・祭日除く　9:00～ 17:00）
●0

フリーダイヤル
120-3

みおくる � � こ ころ
096-56

危急のご連絡は24時間・年中無休
http://www.ceresa-service.co.jp

◀ J Aセレサ川崎 ホームページ　 http://www.jaceresa.or.jp/
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 【報告事項】
■生田緑地・ＪＡセレサ川崎　園芸まつり
日時：5月3日（木）・4日（金）�10時～16時
　　�（4日は～15時）
場所：生田緑地　東口入口付近
�販売物：野菜苗、花苗、花鉢物、春の草花、植木、
　　　� 盆栽、地場産農産物、園芸資材

�■セレサオープンカレッジ
日程：8月～12月　全5回
場所：モスぴーホール他
内容：寄木細工体験等の視察研修旅行、
　　�まんじゅう作り、正月用しめ縄作り他
※新規受講者については第1回は必修

■平成30年度「感謝の集い」
日程・招待地区：9月18日（火）　柿生・中原地区

9月19日（水）　日吉・高津・向丘地区
9月25日（火）　宮前・稲田・生田地区
9月26日（水）　川崎南・菅・橘地区

場所：東京国際フォーラム
内容：第1部　歌謡ショー（中村美律子＆北山たけし）
　　�第2部　ふれあい抽選会

他22項目を報告

【協議事項】
18項目を協議決定
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❶住所　❷出荷店舗　❸主な出荷品目　※（　）は出荷登録者名

❶麻生区王禅寺
❷麻生店
❸切り花・ブーケ・ジャガイモなど

花きと野菜を年間約20品目栽培しています。特に花
きは季節に応じ組み合わせ、切り花やミニブーケにして
セレサモスに出荷。4月下旬以降は、チューリップ｢ハウス
テンボス｣をメインとしたブーケがおすすめです。気品と
可愛らしさを合わせもつ花びらをお楽しみください。

出荷者のコメント

内山  曜子さん

❶高津区宇奈根
❷宮前店・麻生店
❸卵

家族3人で養鶏を営み、「ソニア」と「ボリスブラウン」
の2品種、約2,500羽を飼育しています。卵をセレサモ
スや菓子店などに出荷する他、鶏糞は経済センターに
も卸しています。「味が濃くておいしい」と好評の卵を
ぜひ手に取ってみてください。

出荷者のコメント

❶麻生区細山
❷麻生店
❸サクラ・ツルウメモドキ・ヤマボシなど

父と造園業を営みながら、花木を季節に合わせて
年間40品目以上栽培しています。ご家庭で飾る時に
きれいに咲くよう３分咲きで出荷するなどその時の気
候によって細かく調整しています。ぜひ手に取ってい
ただき、色鮮やかな花々をお楽しみください。

出荷者のコメント

和田  茂浩さん

❶宮前区水沢
❷宮前店
❸ハクサイ・ダイコン・カブ・キウイなど

35  ㌃ほどの畑で年間約20品目の定番野菜を栽培
し、全量をセレサモスに出荷しています。定植時期や水
やりのタイミングに特に注意し、ほとんどの野菜を種
から育てています。これからは消費者のニーズに合わ
せて、彩りの良い新顔野菜にも挑戦したいです。

出荷者のコメント

河原  彌兵衛さん

セレサモスからのお知らせ

大木  スギエさん

（ 大木　光與さん）

セレサモス麻生店
4月20日～5月13日にかけて「春のモ
スぴー祭り」を開催します。特設コー
ナーでは野菜苗や花苗などを販売する
他、期間中は営農技術顧問などによる栽
培相談も行う予定です。
その他、提携ＪＡによる特産品の販売

や、こどもの日と母の日に合わせたフェア
などさまざまなイベントを実施します。
各イベントの日程や内容など詳細につ

いては、ホームページをご確認ください。

5月の出張販売
10�日（木）11:00～小向支店
17日（木）11:00～みなみ支店

お米の日
（4月から変更になりました）
【麻生店・宮前店】
毎週金・土曜日は1銘柄を2割
引で販売いたします。
※割引制度については、予告な
く変更する場合があります。

☆セレサモスの駐車について
警察署からの指導により、入
場時の路上待機は一切できま
せん。

セレサモス宮前店
4月20日～5月13日にかけて「春のモ
スぴー祭り」を開催します。特設コー
ナーでは野菜苗や花苗などを販売する
他、期間中は地元の内田植木による対面
販売を予定しています。
その他、提携ＪＡによる特産品の販売
や、こどもの日や母の日に合わせたフェ
アなどさまざまなイベントを実施します。
各イベントの日程や内容など詳細につ
いては、ホームページをご確認ください。

所 在 地：川崎市麻生区黒川172
電　　話：044-989-5311
営業時間：〈4月～10月〉10:00～18:00
定 休 日：毎週水曜日、年末年始他

所 在 地：川崎市宮前区宮崎2-1-4
電　　話：044-853-5011
営業時間：〈通年〉10:00～18:00
定 休 日：毎週水曜日、年末年始他
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・植物油…150ml
・おろしニンニク…1 個分
・レモン汁…1 個分
・フライドオニオン…100g
・塩、ブラックペッパー…適量
・殻付き無頭エビ…300g
・オリーブオイル…大さじ 3
・バター…適量
・刻みニンニク…3 片
・塩、コショウ…適量

幸区南加瀬  二瓶 美江さん
エビは殻を残したまま調理するこ
とで、だしのうま味が生きるだけで
なく、ソースがより染み込みます。
刻みニンニクは香り出しに使って
いるので、焦げないように注意して
手早く炒めてください。
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作り方

材料 （2～3人分）

ガーリックシュリンプ
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Let's cook

DISH
UP!

★

�❶  ボウルに★を入れて混ぜ
合わせ、ガーリックソー
スを作る。

��❷  エビの腹面を切り開いて
背わたを取り、中の汚れ
を出す。

�❸  ②を塩水で洗い、水気を
切る。

�❹  ボウルに①と③を入れ
て混ぜ合わせ、冷蔵庫
で 1 時間ほど置く。

�❺  フライパンにオリーブオイ
ルとバターを熱し、刻み
ニンニクを弱火で炒める。

���❻  ⑤に④を加えて背面を中
火で焼き、焦げ目が付
いたら裏返して腹面を焼
く。最後に、塩、コショ
ウで味を調えたらできあ
がり。


